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Ⅰ.作物が農産物になる過程（植物の生きる仕組み）
１.植物の必須生育要因

　作物の農産物になるまでには、土壌に播かれた種が水を吸って芽を出し、養分を吸収し、太陽光を受けて生長、開花、結実を経て健全に登熟する、といった過程をとる。その過程には多様な必須条件があるが（表１）24)、全てを満足させることは不可能である。理由は、相反する要因が多いからである。例えば、“空気”と“水分”は相反する側面を持つ。乾生植物（畑作物等）を対象にすれば、「水はけを良くしてかん水をする体系」が一般である。これは、ある意味では詐欺師的体系で、エネルギーとそのコストを要する。“光”、“温度”、“養分”も同様で、『過ぎたるは猶及ばざるが如し』の認識が必要である。
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２．窒素と植物（作物）生育
　生物に多量に含まれる元素は、表３のようにＣ（炭素）、Ｈ（水素）、Ｏ（酸素）、Ｎ（窒素）からなる35）。その中で、Ｎは植物で約3%、動物はその4倍の約12%で、植物のＣ、Ｏ、動物のＯより一段と低い(表2)。ただし、Ｎは動物、植物ともに生命の骨格を成す。Ｎはアミノ酸を、そのアミノ酸が塩基を、その塩基が核酸（ＤＮＡ）を構成、さらに蛋白質を形成して生命の誕生･維持の核になる。

　表２　生物体の元素組成35)　　　対乾物%
	
	Ｃ
	Ｈ
	Ｏ
	Ｎ

	植物
	45
	6
	41
	3

	動物
	47
	7
	18
	12


　植物（作物）の場合は、動物よりＮ含量は低いけれど、Ｎは光合成の場である「葉の緑（クロロフィル・葉緑素）」の核である(図１)。動物は光合成産物（可食エネルギー）をエネルギー源として食べて動き、動物より低含量の植物蛋白質（Ｎ）を食としてＮを濃縮して命を維持する（生物的濃縮）。
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　　　　野菜・花･果実
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　　　　　　　　　　　　　　  太陽   エネルギー　 　　　　　　　　　　　降　水　　

　　　　　　　　　　　　　　　蒸散　　　　　　　   　　　　放出（排ガス）　　　　　　　

茎
水（H2O）　→　水素（H+）　＋　酸素（O2）
燐酸 ・ ATP ・ DNA ・ RNA ・ Mgg
有　機　物　←　 水素（H+）　＋　炭酸ガス（CO2）

　（糖・でん粉）　　　　葉　：　葉緑体　: 葉緑素
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り込み（吸収）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

根　　　　　
                         図１　植物の光合成の仕組み

一方、植物（作物）は、生命の核であるＮ投入量・吸収量を増やせば生育を促進、葉面積を拡大させ、可食エネルギーをより多く算出することになる。そのＮ源は、土壌を構成する有機物、土づくりとして投入される有機物、多収をねらって施用される肥料などを選ばない。そのため、土壌のＮ肥沃度向上（地力向上･維持）や多収施肥技術として、窒素を圃場へ投入する様々な工夫がされてきた。

　ただし、『過ぎたるは猶（なお）及ばざるが如し』は先述の通りで、その仕組みの詳細は後述する。
24)西宗　昭(1987)：土壌の働き，新時代の土づくりと施肥，基礎編，p.16-19，農業技術普及協会
35)高橋栄一：植物の元素、動物の元素，CLINICIAN，No.331（からだと元素），83-91

http://www.e-clinician.net/vol31/no331/pdf/sp12_331.pdf
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表１　植物（作物）生育の必須条件24)　　　　　　　　　　　山根（1976）より作表、に一部加筆
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